
下
水
道
の
お
知
ら
せ

　
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
の

人
は
、
下
水
道
へ
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。
接
続
す
る
と
、
自
然
環

境
を
良
好
に
保
て
る
ほ
か
、
悪
臭

や
害
虫
の
発
生
を
抑
制
で
き
、
生

活
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
３
年
以
内
の
区
域
の
人
は

補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
接
続
工
事
は
市
排
水
設
備
工
事

指
定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
下
水
道
事
業
推
進
ポ
ス
タ
ー
展

示時　
10
月
14
日
㈬
～
19
日
㈪

場　
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
２
階

内　
小
中
学
生
が
描
い
た
ポ
ス
タ

ー
の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▪
下
水
道
整
備
状
況
（
令
和
元
年

度
末
）

処
理
区
域
人
口　
１
４
１
６
１
１

人普
及
率　
92
・
７
％

問　
下
水
道
課
（
☎
62
‐
１
０
２

９
）

補
助
犬
の
受
け
入
れ
に

ご
理
解
を

　
見
え
な
い
・
見
に
く
い
人
の
行

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
盲
導
犬
。
手

や
足
に
障
害
が
あ
る
人
の
日
常
動

作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
介
助
犬
。
聞

こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い
人
に

音
を
知
ら
せ
る
聴
導
犬
。
こ
れ
ら

の
補
助
犬
は
障
害
の
あ
る
人
が
自

立
と
社
会
参
加
を
す
る
た
め
の
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
県
内
で

は
、
お
よ
そ
40
匹
の
補
助
犬
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
交
通
機
関
や
飲

食
店
、
ホ
テ
ル
や
病
院
な
ど
、
人

が
立
ち
入
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

受
け
入
れ
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ユ
ー
ザ
ー
に
同
伴
し
て
い
る
補

助
犬
は
仕
事
中
で
す
。
話
し
か
け

る
、
じ
っ
と
見
つ
め
る
、
食
べ
物

を
与
え
る
、
触
る
な
ど
の
気
を
引

く
行
為
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
海
外
か
ら
来
日
す
る
補

助
犬
も
期
間
限
定
の
証
明
書
が
あ

れ
ば
日
本
の
補
助
犬
と
同
様
に
ご

対
応
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
総
務
課
（
☎
62
‐
１
２

０
８
、

24
‐
３
４
８
１
）

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」

　
10
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
を
法

の
日
週
間
と
し
、
各
種
の
行
事
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
名
古

屋
家
庭
裁
判
所

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▪
無
料
法
律
電
話
相
談
会

時　
10
月
３
日
㈯　
10
時
～
12
時
、

13
時
～
15
時
（
１
組
30
分
以
内
）

内　
土
地
や
建
物
の
相
続・売
買・

贈
与
な
ど
や
、
会
社
や
法
人
の
設

立
や
増
資
な
ど
の
登
記
に
関
す
る

こ
と
、
破
産
手
続
、
民
事
再
生
手

続
、
成
年
後
見
申
立
、
相
続
放
棄

手
続
な
ど
裁
判
所
に
提
出
す
る
書

類
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※�

法
律
相
談
は
140
万
円
以
下
の
民

事
紛
争
に
限
り
ま
す
。

問　
愛
知
県
司
法
書
士
会
西
三
河

支
部
（
☎
０
５
６
４
‐
58
‐
０
２

４
６
）

新
し
い
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
農
家
の
世
話
役
と

し
て
農
業
経
営
や
農
地
の
転
用
・

売
買
な
ど
の
相
談
相
手
で
す
。

▪
農
業
委
員
（
敬
称
略
）

山
田
友
樹
（
井
ケ
谷
町
）、永
田
憲

正
（
東
境
町
）、近
藤
庄
次
（
西
境

町
）、
塚
本
忠
（
今
川
町
）、
塚
本

信
子
（
今
川
町
）、岡
本

文
（
泉

田
町
）、
小
林
正
位
（
築
地
町
）、

杉
浦
俊
広
（
稲
場
町
）、神
谷
幹
成

（
松
坂
町
）、杉
本
常
男（
高
松
町
）、

山
田
正
子
（
小
垣
江
町
）、加
藤
ふ

く
子
（
高
須
町
）、
加
藤
明
（
半
城

土
町
）、
磯
部
勝
蒼
生
（
野
田
町
）

▪
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

（
敬
称
略
）

近
藤
俊
彦
（
井
ケ
谷
町
）、丹
村
昇

（
東
境
町
）、
近
藤
靖
（
西
境
町
）、

岡
村
信
幸
（
一
里
山
町
）、井
上
栄

治
（
今
岡
町
）、鈴
木
鐐
爾
（
一
ツ

木
町
）、三
浦
和
博
（
高
津
波
町
）、

鈴
木
康
夫
（一色
町
）、
清
水
文
髙

（
小
垣
江
町
）、
平
野
治
雄
（
小
垣

江
町
）、杉
浦
克
敏
（
小
垣
江
町
）、

加
藤
彰
夫
（
半
城
土
町
）、
稲
垣
重

雄
（
野
田
町
）

問　
農
政
課（
☎
62
‐
１
０
１
５
）

私
立
高
等
学
校
等

授
業
料
補
助
制
度

補
助
の
条
件　
▼
令
和
２
年
10
月

１
日
に
私
立
高
等
学
校
の
全
日

制
・
定
時
制
の
課
程
に
在
籍
し
て

い
る
生
徒
ま
た
は
専
修
学
校
（
修

学
年
限
が
３
年
以
上
の
高
等
課
程

に
限
る
）
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒

で
あ
る
こ
と
▼
令
和
２
年
10
月
１

日
に
生
徒
の
保
護
者
（
授
業
料
負

担
者
）
が
市
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と

補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
人　
▼
刈

谷
市
奨
学
会
の
奨
学
金
を
受
け
て

い
る
生
徒
▼
各
学
校
の
特
待
生
で

授
業
料
の
納
付
を
全
額
免
除
さ
れ

て
い
る
生
徒
▼
通
信
制
課
程
、
専

攻
科
ま
た
は
別
科
に
在
籍
し
て
い

る
生
徒
▼
県
の
授
業
料
補
助
対
象

者
の
う
ち
、
当
該
年
度
に
納
入
す

る
授
業
料
の
額
が
県
か
ら
の
補
助

額
以
下
で
あ
る
生
徒

補
助
金
額　
１
学
年
度
に
つ
き
年

額
２
５
０
０
０
円
以
内

※�

昨
年
度
の
１
８
０
０
０
円
か
ら

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

申　
10
月
１
日
㈭
か
ら
30
日
㈮
ま

で
に
、
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告

書
な
ど（
学
校
で
配
布
）を
郵
送
ま

た
は
直
接
、
学
校
教
育
課（
〒
448

‐
８
５
０
１　
刈
谷
市
役
所
）へ
。

ま
た
、
学
校
が
と
り
ま
と
め
る
場

合
は
、
学
校
指
定
の
申
請
期
日
ま

で
に
学
校
へ
。

※�

学
校
か
ら
申
請
書
の
配
布
が
な

い
場
合
は
市

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
学
校
教
育
課
（
☎
62
‐
１
０

３
５
）
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